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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月28日(2018.8.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ヒアルロナン及びカチオン性ポリマーを含む複合粒子と、ＬｏｇＰ値が５以下である油剤
を含有することを特徴とする乳化組成物。
【請求項２】
水中油型であることを特徴とする、請求項１に記載の乳化組成物。
【請求項３】
前記油剤がジカルボン酸エステルであることを特徴とする、請求項１又は２に記載の乳化
組成物。
【請求項４】
前記複合粒子がヒアルロナン以外のアニオン性ポリマーを含み、該アニオン性ポリマーは
、前記カチオン性ポリマーに対する親和性がヒアルロナンに比して高いことを特徴とする
、請求項１～３の何れか一項に記載の乳化組成物。
【請求項５】
高分子乳化剤を含有することを特徴とする、請求項１～４の何れか一項に記載の乳化組成
物。
【請求項６】
ＬｏｇＰ値が５以下である油剤の油相における含有量が５０～１００質量％であることを
特徴とする、請求項１～５の何れか一項に記載の乳化組成物。
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